
事を実施し、事故を防ぎます。

橋梁に携わった技術者が少ないため、設計・施工 補助金の交付率が他事業と比較して良い状況にあ JR、NEXCOへの委託については、相手方からの見

ともに業者への指導が難しいところがあります。若手技術者を育成し、 るため、引き続き計画に基づき事業を進めていきます。大きな見直し点 積もりが概ね事業費となっています。交通規制、起
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当
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属

資本整備交付金 63,
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別
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補
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差引一般財源 △109

独

,501 31,415

事

△266,529 29

業
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区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 3年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
7. 土木費 1. 橋梁維持事業

2. 道路橋梁費

5. 橋梁維持費 道路建設課

（佐倉市）　　

第２章
人と自然が調和した安心して暮らせるまち（都市基 433,998

盤・住環境） 令和 3年度 150,163

臨時 補助 計画 0 0 285,307 基本施策３
道路環境 令和 4年度 187,071

令和 5年度 96,764

施策２
安全・安心な道路環境を保全します 令和 6年度 0

令和 7年度 0

国庫支出金 地方債 その他

109,501 0 0 109,501 △109,501

90,643 122,058 52,243 38,400 0 31,415

・橋梁点検委託 47橋　うち（NEXCO)11橋 （JR)3橋 ・橋梁の適切な維持管理と合わせ、点検等の調査、維持 ・橋梁長寿命化修繕計画により、計画的な維持管理をす

・設計委託　15橋 、改修工事等を実施し、安全で安心して利用できることを目的とします ることにより、事業費の削減とともに橋の延命措置ができます。また、

・橋梁補修工事　今市橋 。 計画的な補修工事を実施することにより、安全性が計れ、安心して通行

　　 ・橋梁長寿命化修繕計画により、計画的な補修工事を実施することによ ができます。

り、事業費を平準化しながら健全な管理をします。 ・鉄道、高速道路等に架かる橋の剥落防止工事を実施することにより、

・鉄道、高速道路、国道などに架かる橋については、落橋防止、剥落防 緊急輸送道路としての機能確保に寄与します。

止等の補強工


